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野外巡検，県民による博物館活動 
 

 

1．はじめに 

 「くまもとの大地の成り立ち」は，熊本県

博物館ネットワークセンター(以後ネットワ

ークセンター)のミュージアムパートナー制

度に登録したボランティアがつくる活動団体

である，8 つのミュージアムパートナーズク

ラブ(MPC)の中の 1 つのクラブである．当ク

ラブは発足以来ネットワークセンターと共に

活動し，令和 6(2024)年度の活動で発足以来

11 年目に入った．これは当クラブとその前身

の地質学講座における活動の記録をまとめた

ものである． 

 

2．ミュージアムパートナーズクラブ「くまもと

の大地の成り立ち」 

 当クラブの発足は平成 26(2014)年 4 月で，

ネットワークセンターが平成 24(2012)年度

より 2 年間開講した地質学講座の受講者を母

体として発展的に誕生した．当クラブは現場

での活動を旨とし，表 1，図 1 に示すように，

地質学講座で 12 回，当クラブで 48 回，計 60

回の熊本県内での巡検会を行った．さらに，

地質学への見識を深めるため，県外での巡検

会も 5 回行った(表 1，図 2)．その内容は，ネ

ットワークセンター地学担当職員等の助言の

もとで岩石や化石などを観察し，観察を通し

て当該地の大地の成り立ちについて学び合う

というものである．そして，会の活動で採集

した岩石・化石・鉱物等はネットワークセン

ターに寄贈し(付表 1)，展示等に活用されて

いる． 

 当クラブに在籍する会員は約 40 名で，偶数

月の第 1 日曜日に行われる巡検会には 20 名

前後の会員が参加している．年間 6 回の巡検

会の場所は，前年度末に開かれる会合で会員

が意見や希望を出し合って決めている(図 3)．

当クラブでは，ネットワークセンター以外の

機関の専門家にも講師を依頼したりしており

(表 1，廣田ほか 2023)，会員の地質学や地学

現象への理解を深める一助となっている． 

なお，当クラブでは前に述べた巡検会の他，

会員個人やグループが独自に調査研究を行っ

ており，永松・廣田(2021，2023，2024，2025)

や廣田ほか(2022，2024)はその調査内容や調

査結果を報告している． 

 

3．活動の記録 

3-1．地質学講座としての活動 

 地質学講座では，2 年間で 2 回の座学(12-

1，12-7)と 12 回の巡検会(12-2～13-6)を行っ

た(表 1・図 1)．講座の目的は，熊本県内に分

布する地質を紹介し，その成り立ちから熊本

県という土地の成り立ちを知ってもらうこと

であった．講座では，座学で熊本県の地質を

紹介し，それを巡検会で実際に観察した．12

回の巡検会をとおして，県内各所 12 箇所で観 

                              
202４年 11月２５日受付 202５年２月２７日受理 
＊１熊本県宇城市松橋町豊福１６９５ 
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図 1 熊本県内の活動場所 

熊本県地質図編纂委員会編(2008)を元に作成した熊本県の地質図に活動場所を記入 

(図中の数字は表 1の番号に対応) 広範囲で行った活動については，活動地域を丸囲みで示す 

 

 
図 2 熊本県外の活動場所 

（図中の数字は表 1の番号に対応） 広範囲で行

った活動については，活動地域を丸囲みで示す 

 
図 3 次年度の活動計画を話し合うようす 

(22-5 ; 表 1，2023年 2月 5日) 
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察を実施した(図 4)． 

 

3-2．ミュージアムパートナーズクラブとして

の活動 

 2013 年度地質学講座最終回(2014 年 2 月

2 日)に，ネットワークセンター職員より講

座の受講者へミュージアムパートナーズク

ラブとしての活動を提案したところ，多く

の賛同が得られた．結成に際してはさらに

会員を募集し，40 人の会員によって当クラ

 
図 4 活動の記録(2012～2013年度)この 2年間は地質学講座として活動 

A : 旧牛深市下須島小森 海岸で古第三紀の貝化石の観察(12-5 ; 表 1・図 1) 

B : 宇土半島御輿来海岸 堆積構造の観察(12-6 ; 表 1・図 1) 

C : 小岱山(荒尾市側) 筒ヶ岳花崗岩およびマサの観察(12-8 ; 表 1・図 1) 

D : 益城町城山(じょうやま)銅山跡 鉱石や結晶片岩の観察(13-1 ; 表 1・図 1) 

E : 槍倒しの瀬下流の河岸 玄武岩(枕状溶岩)の観察(13-2 ; 表 1・図 1) 

F : 水俣市宝川内の採石場 柱状節理の観察(13-5 ; 表 1・図 1) 
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ブは発足した． 

 以下に，これまでの活動について，概略を

地域毎に紹介する．なお，図 5～図 9 では，

当クラブの活動状況を年度毎に写真で示し

ている． 

(1)県北 

 県北では，11 回の巡検会で 10 箇所での観

察が実施された．  

荒尾市から玉名市にかけてと菊池市では，

マグマがゆっくりと冷えて固まった深成岩

(花崗岩，花崗閃緑岩)を観察した(15-1・21-

3・22-1 ; 表 1・図 1)．木葉山では，マグマ

の熱で石灰岩が変成してできた結晶質石灰

岩を観察した(14-3 ; 表 1・図 1)． 

菊池市から阿蘇地域にかけては，約 800 万

年前以降の火山活動によって山地や台地が

形成されている．そこで，八方ヶ岳などの古

い火山の岩石や含まれる鉱物を観察し(22-

1・20-1・20-2・22-1・23-1・24-4 ; 表 1・図

1，図 8-A，図 9-A，図 9-F)，火山活動に伴

ってできた湖の堆積物中の化石を観察した

(15-1・20-3 ; 表 1・図 1，図 5-D，図 8-B)．

また，阿蘇火山の 4 回の巨大噴火による大

規模火砕流堆積物が，県北の谷を広範囲に

埋めていることから，その堆積や岩相を観

察した(14-4 ; 表 1・図 1)．  

 荒尾市から福岡県大牟田市の三井炭田は，

新生代古第三紀の堆積岩に挟まれた石炭層

を採掘している．そこで，万田坑をはじめと

する関連施設を見学し(14-6 ; 表 1・図 1，

図 5-C)，地質と産業の関わりを学んだ． 

(2)県央および八代市 

 県央および八代市では，18 回の巡検会で

16 箇所での観察が実施された．  

益城町金山川上流域や甲佐町，宇城市東

部では，上部マントルを構成するカンラン

岩やカンラン岩が変質した蛇紋岩、地下深

くの高い圧力や温度を受けて変成した結晶

片岩や片麻岩などの広域変成岩を観察した

(14-2・15-5・19-5・19-6・20-4 ; 表 1・図 1，

図 5-A，図 7-F)．また，それらの地域に点在

する結晶質石灰岩も観察した(18-6・23-6 ; 

表 1・図 1)．美里町から氷川町にかけて帯

状に分布する深成岩(花崗岩類)も観察した

(19-2 ; 表 1・図 1)． 

宇土半島の御輿来海岸や宇城市松橋町で

は，中生代白亜紀～新生代古第三紀の堆積

岩の観察を行い，ルートマップの作成など

も行った(15-2・16-6 ; 表 1・図 1，図 5-D)．  

九州山地は西南日本外帯にあたり，プレ

ート活動による押し上げで急峻な地形とな

っている．八代市泉町や東陽町，坂本町では，

褶曲や断層が発達し，地層や岩石が複雑に

分布する付加体の岩石を観察した(14-5・16-

4，23-5 ; 表 1・図 1)．美里町(旧砥用町)で

は，付加体の上位に分布する，中生代白亜紀

のアンモナイト化石を観察した．(19-2 ; 表

1・図 1)．八代市日奈久の鳩山では，地質構

造を観察し，ルートマップの作成も行った

(15-6 ; 表 1・図 1，図 5-F)． 

県央には阿蘇火山よりも古い火山がある．

巡検会では，約 150 万～約 20 万年前に活動

した火山である金峰山や宇土半島の大岳に

ついて，火山噴出物や地層，芳野層の化石の

観察をとおして火山の成り立ちを学んだ

(16-5・22-5 ; 表 1・図 1，図 6-C，図 8-D)．

また，県央には，阿蘇火山の巨大噴火による

火砕流堆積物も分布している．甲佐町では，

火砕流堆積物の溶結凝灰岩を観察した(14-

2 ; 表 1・図 1，図 5-A) 

(3)県南および天草 

 県南および天草では，16 回の巡検会で 12

箇所での観察が実施された． 

九州山地は西南日本外帯にあたり，プレ

ート活動による押し上げで急峻な地形とな

っている．褶曲や断層が発達し，地層や岩石

が複雑に分布する．芦北町では，帯状に分布

するマンガン鉱山や銅山の跡を見学した

(17-4 ; 表 1・図 1，図 6-F)．球磨川流域で

は，石灰岩の観察や球泉洞の探検を行った
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(15-3 ; 表 1・図 1，図 5-E)．五木村の飯干

川では，蛇紋岩や高い圧力や温度を受けて

変成した岩石を観察した(24-3 ; 表 1・図

1)．人吉市段塔では，泥岩や砂岩，チャート

などの露頭を観察した(17-1 ; 表 1・図 1，

図 6-D)．宮崎県との県境付近では，堆積岩

の空隙にできた水晶を観察した(17-2・22-

2 ; 表 1・図 1)． 

市房山に分布する花崗閃緑岩を，市房神

社や湯山川流域で観察した．また，花崗閃緑

岩に含まれるザクロ石や電気石を探した

(17-2・19-3 ; 表 1・図 1，図 7-E)． 

人吉市西部や水俣市一帯では，約 400 万

～120 万年前の火山噴出物が分布し，地形を

形作っている．人吉市の鹿目の滝や桑木津

留川流域，水俣市一帯では，火山噴出物や柱

状節理，板状節理，熱水変質によってできた

鉱物などを観察し，地形の成り立ちを学ん

だ(17-1・18-2・23-4 ; 表 1・図 1，図 6-D，

図 7-A，図 9-D)． 

天草上島と下島の大部分は約 1 億～5000

万年前の堆積岩よりなる．上天草市松島町

の千巌山や龍ヶ岳町の椚島をはじめとした

天草上島一帯で，化石やケスタや多島海な

どの特徴的な地形を観察した(16-1・17-3・

19-4・22-4 ; 表 1・図 1，図 6-A，図 6-E)．

また，御所浦島では，御所浦白亜紀資料館

(当時)の協力により，資料館の見学とクル

ージングでの地層観察，採石場跡地での採

集を行った(18-5 ; 表 1・図 1，図 7-C)． 

苓北町の富岡半島および内田皿山では，

陶石や砥石として利用されている堆積岩に

貫入した約1300万年前の火山岩を観察した．

この火山岩は変質流紋岩(リソイダイト)で，

電気石やシノブ石も観察した(18-1・24-1 ; 

表 1・図 1)．  

 巡検会では，天草下島を数箇所で観察し

ながら 1 周したことがあり，その際には，

堆積岩の基盤岩である地下深くで高い圧力

を受けて変成した岩石や海緑石を含む砂岩，

権現山をつくる古い玄武岩などを観察した

(18-1 ; 表 1・図 1)． 

 

3-3．感染症蔓延下での活動 

 2020 年に入ると新型コロナウイルス感染

症が世界的に蔓延し，日本でも感染予防の

行動を余儀なくされた．当クラブでは，感染

リスクレベルや熊本県の緊急事態宣言に従

って，代表と事務局の話し合いで巡検会の

延期や中止，変更等が判断され，メーリング

リストや電話を利用して会員に連絡すると

いう体制をとった． 

 ネットワークセンターの働きかけとして

は，MPC活動用のヘルスチェックシートを作

って活動前に記入してもらい，活動に際す

る健康チェックを兼ねて，濃厚接触等が確

認された場合に備えた． 

感染リスクレベルの低下によって巡検会

が可能であると判断された場合は，活動前

に参加者が先述のチェックシートに健康状

態や連絡先を記入し，代表を通じてネット

ワークセンターに提出した．また，以下のよ

うな指針に沿って，参加者全員で対策を行

った． 

○感染者数の多い時は活動を休止する． 

○活動内容を減らし，時間を短縮する． 

○体温の異状がないか確認してから参加す

る． 

○活動中はマスクを着用する(特に密集時)． 

○活動前・食事前にアルコールで手の消毒

をする． 

当クラブでは，巡検会による感染症の蔓

延は確認されなかった．しかし，熊本県内の

感染状況により，5 回の活動が休止となった． 

 

  



熊本県博物館ネットワークセンター紀要  熊本の自然と文化  第５号 2025年 

94 

 

 

 
 

図 5 活動の記録(2014～2015年度) 

A : 甲佐町小鹿の緑川流域 河原で変成岩や溶結凝灰岩の観察(14-2 ; 表 1・図 1) 

B : 玉東町木葉山の採石場跡 結晶質石灰岩および貫入岩の観察(14-3 ; 表 1・図 1) 

C : 荒尾市万田坑 三池炭田の関連施設の見学(14-6 ; 表 1・図 1) 

D : 宇土半島御輿来海岸 ルートマップ作成中(ふとん岩)(15-2 ; 表 1・図 1) 

E : 球磨村球泉洞 探検コースの探索と鍾乳石の観察(15-3 ; 表 1・図 1) 

F : 八代市日奈久鳩山 ルートマップの作成と堆積構造観察(15-6 ; 表 1・図 1) 
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図 6 活動の記録(2016～2017年度) 

A : 天草ビジターセンター 地質学講座で作成した展示を見学(16-1 ; 表 1・図 1) 

B : 阿蘇市内牧 熊本地震被害調査(16-3 ; 表 1・図 1・図 13) 

C : 熊本市西区 金峰山巡検(鼓ヶ滝の見学)(16-5 ; 表 1・図 1) 

D : 相良藩願成寺駅ホーム 柱の礎石に使われるチャート(17-1 ; 表 1・図 1) 

E : 上天草市龍ヶ岳町 和田ノ鼻で化石と地層の観察(17-3 ; 表 1・図 1) 

F : 芦北町吉尾銅山跡 銅山跡近くの紙すき小屋見学(17-4 ; 表 1・図 1) 
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図 7 活動の記録(2018～2019年度) 

A : 水俣市肥薩火山区巡検 溶岩で作られた平坦な山地(18-2 ; 表 1・図 1) 

B : 長崎県南島原市道の駅みずなし本陣 土石流被災家屋保存公園の見学(18-4 ; 表 1・図 2) 

C : 御所浦島クルージング 採石場跡での化石採集(18-5 ; 表 1・図 1) 

D : 大分県竹田市大正公園 今市火砕流と阿蘇 4火砕流の露頭(19-1 ; 表 1・図 2) 

E : 水上村市房神社横の川 市房山花崗岩類の観察(19-3 ; 表 1・図 1) 

F : 甲佐町板谷の緑川流域 ミグマタイトの露頭(19-5 ; 表 1・図 1) 
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3-4．県外での活動 

 当クラブでは，県外の地質も学びたいと

いう会員の希望により，これまで 5 回にわ

たり県外での巡検会を行った． 

 (1)四国巡検(18-3 ; 表 1・図 2，2018 年 8

月 6～9 日) 

 四国は，ほぼ東西方向の中央構造線によ

って，北側の西南日本内帯と南側の西南日

本外帯とに分けられる．西南日本内帯には

領家帯の花こう岩類や上部白亜系の和泉層

群，鮮新～更新統の三豊層群，さらに中新世

の瀬戸内火山岩類が分布している．西南日

本外帯の地層や岩類は，一般に東西性の走

向(地層面と水平面とが交わった交線)をも

ち，東西に伸びる帯状の分布をしている．東

西方向に伸びた構造線によって，外帯は北

から三波川帯，秩父帯，四万十帯(北帯，南

帯)に分けられる．(須鎗 1991) 

 巡検会では，河原の石や海岸に見られる

露頭によって三波川帯や四万十帯の岩石を

観察した．また，室戸岬や足摺岬に分布する

特徴的な深成岩も観察した．さらに資料館

やジオパークセンターなどの見学を行う事

で，巡検地周辺の地質について理解を深め

た．(図 10) 

 
 

図 8 活動の記録(2020～2022年度) 

A : 小国町山甲川 山甲川流紋岩の露頭(20-1 ; 表 1・図 1) 

B : 山鹿市菊鹿町相良(あいら) シルト岩に含まれる木の葉化石(20-3 ; 表 1・図 1) 

C : 甲佐町津志田河川公園(乙女河原) 河原の石の堆積構造  

覆瓦(ふくが)構造(インブリケーション)(21-1 ; 表 1・図 1) 

D : 宇城市不知火町大見の石畳 大岳火山岩類の溶岩流の上を歩く(22-5 ; 表 1・図 1) 
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図 9 活動の記録(2023～2024年度) 

A : 小国町杖立 杖立層の地層と化石の観察(23-1 ; 表 1・図 1) 

B : 南阿蘇村京大火山研究所 熊本地震による地すべりの滑落崖(23-2 ; 表 1・図 1・図 13) 

C : 佐賀県唐津市七ツ釜 柱状節理の観察(23-3 ; 表 1・図 2) 

D : 人吉市桑木津留川 熱水変質安山岩や玉髄の観察(23-4 ; 表 1・図 1) 

E : 益城町上陳 用水路に残る熊本地震の痕跡(24-2 ; 表 1・図 1・図 13) 

F : 阿蘇市箱石峠北方 黒曜石(黒曜岩)の露頭観察(24-4 ; 表 1・図 1) 
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(2)島原巡検(18-4 ; 表 1・図 2，2018 年

10 月 7 日) 

 島原半島の中央部に位置する雲仙普賢岳

は，有史以降，山体崩壊や火砕流によって多

大な災害を起こしていた．これらの災害の

記録は気象庁や産業技術総合研究所地質調

査総合センターのホームページ等で紹介さ

れている．巡検会では，眉山およびその崩壊

による流れ山(九十九島)，被災家屋保存公

園(図 7-B)，旧大野木場小学校被災校舎等，

 
 

図 10 活動の記録(四国巡検 18-3 ; 表 1・図 2，2018年 8月 6～9日) 

A 愛媛県四国中央市土居町 関川で河原の石の観察 

B 愛媛県新居浜市 別子銅山記念館の見学 

C 高知県高知市桂浜 地層や海岸の砂の観察 

D 高知県室戸市日沖丸山海岸 枕が積み重なったような枕状溶岩 

E 高知県室戸市室戸岬 中岡慎太郎像の台座は斑れい岩 

F 高知県土佐清水市 「白山洞門」と呼ばれる海食洞 
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1792 年と 1990～1996 年に発生した雲仙普

賢岳の噴火災害跡および雲仙岳災害記念館

(がまだすドーム)の見学をとおして，噴火

災害を学んだ．  

(3)竹田巡検(19-1 ; 表 1・図 2，2019 年 4

月 7 日) 

大分県竹田市には，阿蘇火山をはじめ，

九重火山や猪牟田カルデラ等を起源とする

火山噴出物が何層も堆積している．巡検会

では，小野ほか(1977)や小野(1996)を参考

に，市街地の稲葉川沿い数箇所で今市火砕

流堆積物と阿蘇 1 火砕流堆積物，阿蘇 4 火

砕流堆積物，降下テフラを観察した(図 7-D)．

また，町田(1996)の阿蘇 3 火砕流堆積物と

阿蘇 4 火砕流堆積物の間のテフラ群が観察

できる露頭を見学し，九州を代表する大規

模テフラについて学んだ．帰りには阿蘇市

波野において，厚く堆積した火山灰の露頭

を見学した． 

(4)霧島巡検(22-3 ; 表 1・図 2，2022 年 10

月 1～2 日) 

霧島山は，宮崎・鹿児島の県境，小林カル

デラと加久藤カルデラの南縁に生じた第四

紀の複成火山である．霧島山という名前を

持った単独のピークは存在せず，最高峰韓

国岳(標高 1700m)をはじめ，20 を超える小

規模な火山の集合体を霧島山あるいは霧島

火山と総称している．霧島巡検では，霧島ジ

オパーク推進連絡協議会事務局の石川徹氏

に講師をお願いし，霧島山の火山活動と霧

島山南方の鹿児島地溝の堆積物について学

んだ．なお，巡検の詳細について，廣田ほか

(2023)が報告している． 

(5)唐津巡検(23-3 ; 表 1・図 2，2023 年 8

月 27 日) 

佐賀県唐津市髙島に分布するアルカリカ

ンラン石玄武岩の一部は，苦土カンラン石・

輝石などからなる超塩基性～塩基性岩の捕

獲岩類を多量に含む(松本，1992)．巡検会で

は，船で髙島に渡り，海岸の玄武岩転石に見 

られる苦土カンラン石を含む捕獲岩を観察

した．また，唐津市七ツ釜では柱状節理が

発達し波の浸食によって独特の景観を形作

っている(図 9-C)． 

 

3-5．平成 28年熊本地震から学ぶ 

平成 28(2016)年 4 月 14 日以降に発生し

た一連の地震活動は，「平成28年熊本地震」

と呼ばれ，4 月 14 日と 4 月 16 日には最大

震度 7 を記録した．地震の規模は，4 月 16

日のマグニチュード(M)7.3 の地震が最も

大きく，次いで 4 月 14 日の M6.5，4 月 15

日の M6.4 と大きな規模の地震が何度も発

生した．震源の深さは概ね 10km 前後と浅

く，地殻内で発生した内陸地震である(図

11)．一連の地震活動によって地表面には

 
図 11 2016年熊本地震の概要(廣田ほか 2024) 

地質図 Naviを用いて地理院地図の陰影図と色

別標高図に活断層データベースを重ねたもの． 

前震と本震のデータは気象庁による． 

 
図 12 平成 28年熊本地震で現れた地表地震断層

(2016年 5月 11日撮影) 
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30km 以上に及ぶ地表地震断層が現れ(図

12)，熊本県熊本地方から大分県中部にわた

り多大な被害が生じた． 

当クラブでは，3 回の巡検会(図 13～図

15)と有志で行った巡検会をとおして，「平

成 28 年熊本地震」について被害の状況や地 

 
図 14 熊本地震被害調査のようす(16-3 ; 表 1・図 1・図 13) 

A : 県道 111号線 杵島岳山麓の斜面崩壊  B : 県道 298号線 斜面崩壊によって壊れた道路 

C : 内牧地区 地盤陥没              D : 狩尾地区 田んぼに湧き出した温泉 

 
図 13 平成 28年熊本地震に関する活動場所 

熊本県地質図編纂委員会編(2008)を元に作成した熊本県の地質図に活動場所を記入 

(図中の数字は表 1の番号に対応) 広範囲で行った活動については，活動地域を丸囲みで示す 
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図 15 熊本地震震災遺構見学のようす(A～D : 23-2 ; 表 1・図 1・図 13，2023年 6月 4日，  

E～H : 24-2 ; 表 1・図 1・図 13，2024年 6月 9日) 

A : 落橋した阿蘇大橋 矢印は大規模地すべりを起こした高野尾羽根火山 

B : 対岸から数鹿流崩(すがるくずれ)を望む 

C : 大切畑ダム近くで断層を確認 

D : 断層により畝が右横ずれ変異した畑 ２人の人物が立っている場所が断層 

E : 潮井神社社殿そばにある地表地震断層 御神木の榎は断層直上にあったために倒れた 

F : 断層により右横ずれ変異した町道 ブロック塀や電柱などが付け替えられている 

G : 田中トレンチで説明を受ける 

H : 平田中公民館敷地内の消防小屋 床面には地表地震断層の亀裂が入っている 
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表面の変異の調査(16-3 ; 表 1・図 1・図 13，

図 6-B，図 14)，断層トレンチの見学，震災

遺構の見学などを行いながら，地震のメカ

ニズムや地震の被害について学んだ．その

中で，震災遺構を見学した 2023 年(23-2 ; 

表 1・図 1・図 13)，2024 年(24-2 ; 表 1・

図 1・図 13)の 2 回は，熊本大学の鳥井真之

先生に講師を依頼し，熊本大学くまもと水

循環・減災教育センター減災型社会システ

ム部門 編(2022)を参考に地震の被害と地

震後の地域の人々の生活について学んだ

(図 9-B，図 9-E，図 15)．また，地震で被災

したネットワークセンターの収蔵資料の整

理(図 16)や熊本博物館が行った断層の剥ぎ

取り標本作成の手伝い(図 17)，産業技術総

合研究所の断層トレンチ調査の見学(図 18)

など，熊本地震に関連する様々な活動を行

った． 

 

 
図 16 平成 28年熊本地震で被災したネットワークセ

ンター収蔵資料の整理のようす 

 
図 17 熊本博物館がおこなった断層の剥ぎ取り作業のようすと完成した剥ぎ取り標本 

A : 剥ぎ取りをおこなったトレンチ周辺のようす 

B : 剥ぎ取り作業のようす 

C : 作製した剥ぎ取り標本(熊本博物館所蔵) 

上に固定した木材の長さは 193cm 赤い印は断層を示している． 



熊本県博物館ネットワークセンター紀要  熊本の自然と文化  第５号 2025年 

104 

 

4．その他の活動 

 当クラブでは，定期的な巡検会の他に

様々な活動をしている．前述したように，平

成 28 年熊本地震後の活動では地震で落下・

飛散したネットワークセンターの岩石・化

石標本等を整理し棚を元に戻す作業を職員

と一緒に取り組んだ．また，平成 30(2018)

年 2 月 4 日の活動では，元熊本大学教授田

中均氏より寄贈された標本(推定8000点)を

熊本大学教育学部からネットワークセンタ

ーに運搬する手伝いを行った(17-6 ; 表 1，

図 19)．また，ネットワークセンター地学分

野の企画展では職員の助言と解説を受けな

がら展示作業の手伝いを行い，ネットワー

クセンター主催の自然観察会「フィールド

ミュージアムへ飛びだそう！」では参加者

の野外活動の手助けをしている．このよう

に，当クラブでは，巡検会の他にもネットワ

ークセンターの活動に積極的に協力しなが

ら知見を広げている． 

 また，当クラブの会員の中には，個人やグ

ループ，有志で調査・研究を行っている者も

いる．このうち，ネットワークセンター職員

の呼びかけで行った有志による金峰火山調

査については，2019 年度の活動までは廣田

ほか(2022)で報告している．また，会員個人

の活動の成果は口頭や配布資料，ネットワ

ークセンター紀要等によって会員に共有さ

れ，採集標本の一部はネットワークセンタ

ーに寄贈されている． 

 巡検会での採集や会員による寄贈などで

集められた標本は，付表 1 のように「くま

もとの大地の成り立ち標本」として 283 点

を登録し(2024 年 11 月 15 日現在)，バック

ヤードに収蔵している．さらに，そのうちの

一部をネットワークセンターの岩石園や阿

蘇火山博物館内の阿蘇展示室で常設展示し

ている(図 20)． 

 なお，当クラブの活動のようすは，参加し

た会員個人がブログや SNS で発信している． 

 

５．企画展への取り組み 

 令和 6(2024)年度第 3 回企画展『MPC(ミ

ュージアムパートナーズクラブ)くまもと

の大地の成り立ち～その 10 年間の記録～』

(2024 年 11 月 12 日～2025 年 2 月 2 日開催)

では，当クラブの活動と採集標本等を紹介

した．当クラブが発足から約 10 年というこ

とで，活動の一区切りとして記録を残す話

が出た事がきっかけであった．2024 年 2 月

4 日の会議(23-6 ; 表 1)において，ネットワ

ークセンターは，当クラブの活動を紹介す

る企画展開催について会員に提案した．す

ると，会員に快く了承されたことから，企画

展開催に向けた活動が始動することとなっ

た．企画展開催への活動の一部としては，会

員の発表コーナーに展示する会員個人の所

蔵標本の持ち寄り，ネットワークセンター

が既に所有しているために巡検会で採集し

なかった産地の標本の持ち寄り，ネットワ

 
図 18 断層トレンチ調査(産業技術総合研究所の

剥ぎ取り作業)の見学 

(八代市川田町西 2019年 1月 9～10日) 

 
図 19 田中均氏の標本を運搬するようす 

(17-5 ; 表 1，2018年 2月 4日) 
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ークセンターに写真記録の残っていない巡

検会の写真データの寄贈が挙げられる． 

 このようにして，ネットワークセンター

と会員個人が所蔵している写真をもとにパ

ネルを制作し，「くまもとの大地の成り立ち

標本」と会員個人の所蔵標本から展示品を

選出した．会員の持ち寄った標本は，家にあ

るものや手に入りやすいものを使って整理

しており，中には職員や専門家の助言を受

けながら解説を作成したものもあった(図

21)．この企画展では，会員が作成した解説

やキャプションを活かすように，会員と職
員とが合同で展示を作り上げた(図 22，図

23)． 

 
図 20 岩石園や阿蘇展示室で常設展示している「くまもとの大地の成り立ち標本」 

 

岩石園で展示している標本 : g-1 チャート(山都町菅)，g-2 灰石(溶結凝灰岩・熊本市北区植木町)，g-

3 フズリナ石灰岩(八代市泉町矢山岳)，g-4 溶結凝灰岩(人吉市)，g-5 花崗閃緑岩(玉名市月田)，g-

6 花崗閃緑岩とペグマタイト(宇城市松橋町内田)，g-7 竹葉(ちくよう)石(せき)(蛇紋岩・宇城市松橋町

内田)，g-8 トーナル岩マイロナイト(美里町中)，g-9 ラパキビ花崗岩(高知県土佐清水市白山洞穴)，g-

10 ミグマタイト(甲佐町広瀬)，g-11 伊予の青石(結晶片岩・愛媛県西条市加茂川)，g-12 コランダム・

ロック(宇城市松橋町内田) 

 

阿蘇展示室で展示している標本 : a-1 チャート(人吉市大畑(おこば))，a-2 両雲母花崗岩(山鹿市鹿北

町岳間渓谷)，a-3 竹葉石(蛇紋岩・宇城市松橋町内田)，a-4 メガロドン石灰岩(球磨村告) 

 
図 21 会員が自作した展示と解説 
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６．まとめ 

 ミュージアムパートナーズクラブ「くま

もとの大地の成り立ち」は，元々地質に興味

があった人や地質の専門家，地質に関する

職業の人だけでなく，山歩きが好きな人，植

物の専門家，庭や河原の石の名前が知りた

い人，きれいな石が好きな人など様々な人

達が集まっている．当クラブに入ったきっ

かけや興味，年齢層(10 代～80 代)は異なる

が，お互いに助け合いながら，無理せず楽し

く一緒に学び合っている． 

 これまでの 10 年間，平成 28 年熊本地震

やコロナウイルス感染症の蔓延など当クラ

ブの活動に多大な影響を与える時期があっ

たが，安全や環境に配慮しながら会員の好

奇心を大事にした活動を行うよう助言をし

てきた．これからも，同様に好奇心を学びへ

と昇華できるような活動を行っていく一助

になれたらと切に願う． 
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